
世界トップを走り続けるための世界トップを走り続けるための
ディスプレイ・ストレージ・ディスプレイ・ストレージ・

超高速デバイスの中核技術超高速デバイスの中核技術

戦略重点科学技術（４）

戦略重点科学技術（４） 世界トップを走り続けるためのディスプレイ・ストレージ・超高速デバイスの中核技術

施策名： 高機能・超低消費電力コンピューティングのためのデバイス・システム

基盤技術の研究開発 【文部科学省】

平成２１年度対象予算： ４３０百万円

（平成２０年度対象予算： ４２５百万円）

実施期間： 平成１９～２３年度

（予算総額： ３,１００百万円）

○PCの高機能・低消費電力化を両立させる
ためには、従来のデバイス技術の延長では
限界が到来。

○そのため、革新的な高機能・超低消費電
力デバイスにより、高機能コンピューティン
グを実現させる技術基盤を確立するため、
以下のブレークスルーが必要な技術につい
て一体的に研究開発を実施する。
（１）超高速・多機能スピンデバイスの開発
（２）高速大容量ストレージシステムの開発

等

具体的開発目標

・世界最高出力ｽﾋﾟﾝﾃﾞﾊﾞｲｽ技術

・世界最高密度超小型垂直HDD
などの研究成果

従来技術の延長

平成19年 平成24年

「消費電力・速度」
「容量」の限界

本プロジェクト

個人が快適に使える
大容量情報ストレージ

大容量のデータを
どこでも扱える携帯端末

高機能・低消費
電力コンピュー
ティングの基盤技
術を実現

誰もが高機能コンピューティングの
恩恵を受ける世界

瞬時に立ち上がる
高性能低消費電力PC
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平成２１年度対象予算： ４４５百万円
（平成２０年度対象予算： １,１７３百万円）
（平成２０年度補正予算： ５００百万円）
実施期間： 平成１９～２３年度

（予算総額： ６,４２７百万円）

平成２１年度対象予算： ５２０百万円

（平成２０年度対象予算： ５２０百万円）

実施期間： 平成１８～２２年度

（予算総額： ３,０５０百万円）

戦略重点科学技術（４） 世界トップを走り続けるためのディスプレイ・ストレージ・超高速デバイスの中核技術

施策名： スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト 【経済産業省】

○次世代不揮発性半導体メモリ（RAM）、ストレージデ

バイス、論理素子などの実現のために、強磁性金属ナ
ノ構造体中のスピン（ナノサイズ磁石）を、電流や光で
直接制御する技術を確立する。
○これにより新しい高性能不揮発性デバイスの実現の
ための基盤技術を確立する。

・ ギガビットを超える大容量を持つ夢の不揮発性メモ
リ（スピンRAM)

・ システムLSIに混載可能でSRAMを置き換えること

の出来る高速新型不揮発性メモリ
・ 機械的回転機構が無く高耐衝撃性・高速・低消費

電力の特長を持つモバイル用新型ストレージデバイス
・ 光情報の高速読み書きが可能な導波路型不揮発

性光メモリ
・ 不揮発性と論理機能を単一のデバイスで実現する

スピントランジスタ

現在（MRAM） スピンメモリ

スピントランジスタ（構造例）

OFF

ON

戦略重点科学技術（４） 世界トップを走り続けるためのディスプレイ・ストレージ・超高速デバイスの中核技術

施策名： 次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発 【経済産業省】

○次世代の大型液晶及び大型プラズマ
ディスプレイに関する低消費電力ディス
プレイを実現するための研究開発を行う。
○液晶に関しては、高効率バックライト、
革新的なＴＦＴアレイプロセス技術・製造
装置及び低消費電力型の画像処理エン
ジン等に係る技術の開発を行う。
○プラズマに関しては、超低電圧駆動等
に係る技術の開発を行う。

TFT（薄膜トランジスタ）

<陽極> <陰極>

Ne+

-

Xe+

Xe+ Ne+--

-
-保護膜層

誘電体層

二次電子

<陽極> <陰極>

Ne+

-

Xe+

Xe+ Ne+--

-
-保護膜層

誘電体層

二次電子
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施策名： グリーンＩＴプロジェクト 【経済産業省】

戦略重点科学技術（４） 世界トップを走り続けるためのディスプレイ・ストレージ・超高速デバイスの中核技術

○情報化社会の進展に伴うIT機器

の消費電力の大幅な増大に対応し、
抜本的な省エネを実現するため、
サーバ、ネットワーク機器等の各装
置の省エネに加え、省エネ型の巨大
コンピューティング技術（グリーン・ク
ラウドコンピューティング技術）、パ
ワーエレクトロニクス技術、メニーコ
ア技術等を開発する。

平成２１年度対象予算： ５,０００百万円
（平成２０年度対象予算： ３,０００百万円）
（平成２０年度補正予算： １,０００百万円）
実施期間： 平成２０～２４年度

（予算総額： １６,０００百万円）

9

グリーン・クラウドコンピューティング

ハードディスクや
ルータ【既存】、半
導体【新規】等、
個々の要素技術を
省エネ化。

冷却システムや直流
給電システム及びそ
の効果を最大限にす
るSiCを用いたパワエ
レの開発等により、
データセンタ全体を省
エネ化。【新規】

家庭や中小企
業オフィスの
ディスプレイの
消費電力を低
減【既存】

最も省エネになるデータ
処理をデータセンタを越え
て行うことを可能とする。
【新規】



世界に先駆けた世界に先駆けた
家庭や街で生活に役立つ家庭や街で生活に役立つ

ロボット中核技術ロボット中核技術

戦略重点科学技術（５）

戦略重点科学技術（５） 世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

施策名： 高齢者・障害者のためのユビキタスネットワークロボット技術の研究開発

【総務省】

平成２１年度対象予算： ５５０百万円

（平成２１年度新規）

実施期間： 平成２１～２４年度

（予算総額： ３,５５０百万円）
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○高齢者・障害者のための生活支援及
び社会参加の拡大のためのサービスを
実現するため、以下の技術の研究開発
及び実証実験を行う。

①複数ロボット協調・連携のためのロ
ボット管理・制御技術

②認識情報のWeb連携管理・分析技

術及び分析結果に基づくインタラクティ
ブ行動シナリオ構成技術

③ロボットサービス連携システム構築
技術



戦略重点科学技術（５） 世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

施策名： 次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト 【経済産業省】

平成２１年度対象予算： １,３５０百万円

（平成２０年度対象予算： １,９００百万円）

実施期間： 平成１９～２３年度

（予算総額： ７,９００百万円）

○生産分野、生活環境など、状況変化の激し
い環境における様々な作業を確実に遂行す
るためのロボット知能化技術を開発する。
○具体的には、作業知能技術（工場内ロボッ
トの教示とエラー回避や生活環境下での物
体認識とハンドリングを実現）、移動知能技
術（人と共存する移動ロボットを実現）、コミュ
ニケーション知能技術（音声や身振りを含め
たロボットとの対話を助ける）といった技術と、
それらとの接続と連携を容易にし、ロボット開
発を効率的にするための基盤となるソフト
ウェアプラットフォームの開発を行う。

ロボットの制御システム

画像認識 多指ﾊﾝﾄﾞ 作業教示 動作計画
生成

高機能なﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
（知能ﾛﾎﾞｯﾄ）

・・・

用途に合った知能化技術を実装

限定的な環境にのみ
対応できるﾛﾎﾞﾄｼｽﾃﾑ

「ロボットの知能化」の概念図「ロボットの知能化」の概念図

「ロボットの知能化」の効果（例）「ロボットの知能化」の効果（例）

【組立セル・ロボットへの適用】
・それぞれの組立部品の形状をﾋﾞｼﾞｮﾝｾﾝｻｰにより認識
し、適切に保持。

・最適な組立動作を選択し、組立作業を実行。

産業用ロボット

【オフィス清掃ロボットへの適用】
・大まかな指示を入力するだけで、最適な清掃ルートを
自動で計画。

・清掃作業現場の状況（床面状態、汚れのひどさ等に）
応じた清掃を自律的に実行。

ビル内清掃ロボット

戦略重点科学技術（５） 世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

施策名： 基盤ロボット技術活用型オープンイノベーション促進プロジェクト 【経済産業省】

社会還元加速プロジェクト（在宅医療・介護）施策

○生活環境やロボットに使われる既存
の要素部品を共通の接続方式、制御方
式のもとで利用可能な形で提供すること
によりＲＴシステムを構築し、同システム
の有効性を検証するための実証試験を
行う。具体的には以下のとおり。
①基盤通信モジュール及び開発ツール
の開発
②基盤通信モジュールを用いたＲＴ要素
部品の開発
③ＲＴ要素部品群によるＲＴシステムの
開発実証

低コスト、短工期でロボット開発を実現

広域測距センサ

モーター電 池

加速度センサ

人感センサ

共通の通信
インターフェース

無線装置ＣＰＵユニット

入力パネル

ＲＴ要素部品例平成２１年度対象予算： １００百万円

（平成２０年度対象予算： １００百万円）

実施期間： 平成２０～２２年度

（予算総額： ３００百万円）
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戦略重点科学技術（５） 世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

施策名： 戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 【経済産業省】

○約１０年後以降の現実の用途を想定し、
それを遂行するためのロボット技術を開発
する。
○次世代産業用ロボット分野、サービスロ
ボット分野、特殊環境用ロボット分野の３
分野で７つのミッションを設定し、開発を実
施する。
○それぞれのミッションについて、複数の
開発者に参加させ、途中段階で評価を行
い、最も成果の上がった開発者を、引き続
き重点的に支援する。

【【サービス業サービス業サービス業】】

工場・病院・空港
等での搬送サー
ビスによる利便性
の向上

【【サービス業サービス業】】

より円滑かつ的確なコ
ミュニケーションによる
自立した健康長寿80歳

社会サービスの実現

【【特殊環境作業特殊環境作業】】

災害対応能力の高
い 安心・安全社会

【【製造業製造業製造業】】

組立工程の
完全自動化

機能

ミッション

RTが活躍する
将来ビジョン

柔軟物を含
めた組立て
自動化

柔軟物のハ
ンドリング 探索

人間とロボッ
トが協調した
セル生産・多
能工的な長
時間生産

組立

作業者支援
型セル生産

【【製造業製造業製造業】】

人間とロボットが
協調した生産

ハンドリング

レストラン、小売店、
病院等でのバック
ヤード業務の自動化

【【サービス業サービス業サービス業】】バックヤード自動化によるフロントサービスの強化

多様な形状
の対象物の
把持・移動

対話

音声・画像
認識、会話
組立て

日常生活での
コミュニケーショ
ン・意図伝達の
支援

移動 屋内外の
シームレス
な搬送

高速・安全・
確実な搬送
サービス

【【特殊環境作業特殊環境作業特殊環境作業】】

地球環境保全

建物内
の移動・
探査

建設系
産業廃
棄物ゼロ

産業廃棄物選
別の自動化、再
資源化、有害物
質除去

災害時の救助・
復旧作業の
効率向上・
二次災害防止

廃棄物
処理

【【サービス業サービス業サービス業】】

工場・病院・空港
等での搬送サー
ビスによる利便性
の向上

【【サービス業サービス業】】

より円滑かつ的確なコ
ミュニケーションによる
自立した健康長寿80歳

社会サービスの実現

【【特殊環境作業特殊環境作業】】

災害対応能力の高
い 安心・安全社会

【【製造業製造業製造業】】

組立工程の
完全自動化

機能

ミッション

RTが活躍する
将来ビジョン

柔軟物を含
めた組立て
自動化

柔軟物のハ
ンドリング 探索

人間とロボッ
トが協調した
セル生産・多
能工的な長
時間生産

組立

作業者支援
型セル生産

【【製造業製造業製造業】】

人間とロボットが
協調した生産

ハンドリング

レストラン、小売店、
病院等でのバック
ヤード業務の自動化

【【サービス業サービス業サービス業】】バックヤード自動化によるフロントサービスの強化

多様な形状
の対象物の
把持・移動

対話

音声・画像
認識、会話
組立て

日常生活での
コミュニケーショ
ン・意図伝達の
支援

移動 屋内外の
シームレス
な搬送

高速・安全・
確実な搬送
サービス

【【特殊環境作業特殊環境作業特殊環境作業】】

地球環境保全

建物内
の移動・
探査

建設系
産業廃
棄物ゼロ

産業廃棄物選
別の自動化、再
資源化、有害物
質除去

災害時の救助・
復旧作業の
効率向上・
二次災害防止

廃棄物
処理

本プロジェクトにおける、７つのミッション

社会還元加速プロジェクト（在宅医療・介護）施策

戦略重点科学技術（５） 世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

平成２１年度対象予算： １,６００百万円

（平成２１年度新規）

実施期間： 平成２１～２５年度

（予算総額： ８,０００百万円）

施策名： 生活支援ロボット実用化プロジェクト 【経済産業省】

社会還元加速プロジェクト（在宅医療・介護）施策
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平成２１年度対象予算： ２５２百万円＊

（平成２０年度対象予算： ３３３百万円＊）

実施期間： 平成１８～２２年度

（予算総額： ４,５００百万円）

＊全体予算： ７５６百万円

＊全体予算： ８００百万円

○絶対的人材不足により生活支援ロ
ボットのニーズは高い。
○しかし、対人安全技術や安全の基準
やルールが未整備のため、民間ではリ
スクが高い。ただし、諸外国では官民を
あげた実証が進展しており、国際標準
化も始まっている。
○海外への展開も見据え、生活支援ロ
ボットを実用化する。

プロジェクト実施期間（5年）

ロボットの

製作・開発
拠点で

実証試験

世界標準獲得

プロジェクト後

介護現場等で

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ活用

製品化・システム化

海外市場にも展開

対人安全技術開発

重作業補助 移動支援

安全試験等の対象となる
生活支援ロボットの分野

○人との接触度が高い介護者支援、移動支援などへ
のロボットの活用には一層の安全が求められるため、
生活支援ロボットを具体的に製作・開発し、対人安全技
術（人検知技術、人衝突時の対応技術等）を確立。
○過度な安全基準や規則では、ロボットの実際の用途
における有効性が阻害されるため、産学官の関係者が
協力して生活支援ロボットの実証試験を実施し、安全
性・有効性データの収集・分析することで、その有効性
を確認しながら適切な安全基準と安全検証手法を開発。
○ＩＳＯにおけるサービスロボットに関する国際標準化
の議論を客観的なデータに基づいてわが国がリード。
○生活支援ロボット（介護者支援、移動支援等）の開
発・導入によって安心・安全な社会の実現を目指す。



世界標準を目指す世界標準を目指す
ソフトウェアのソフトウェアの
開発支援技術開発支援技術

戦略重点科学技術（６）

戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

○広範な分野で大型コンピュータの活用は不可
欠な研究手段となってきており、コンピュータの
専門家ではない研究者に、大規模なコンピュー
タを容易に利用できる環境を提供することが、競
争力強化に向けて非常に重要である。
○このため、全国に分散する様々なコンピュータ
を、そのニーズに応じてシームレスに利活用す
ることを可能とするための、
（１） 様々なコンピュータにおいて、プログラムを

改変せずに各コンピュータで最適に実行する
ためのコンパイラ等のシステムソフトウェア

（２）PCクラスタやスーパーコンピュータ等の間で、
データ共有やコンピュータの効率的な活用等
を可能とするグリッドソフトウェア

を開発する。
e-サイエンス基盤の構築

PCクラスタ等

大学・研究
機関等の
スーパー
コンピュータ

次世代スーパー
コンピュータ

計算資源
利用技術

アプリケーション
開発技術

PCクラスタ等の効率的活用等
を可能とするグリッド

ソフトウェアの研究開発
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平成２１年度対象予算：６１９百万円の内数

（平成２０年度対象予算： ３４０百万円）

実施期間： 平成２０～２３年度

（予算総額： １,５４０百万円）
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施策名： 情報基盤戦略活用プログラム（うち ｅ-サイエンス実現のためのシステム

統合・連携ソフトウェアの研究開発） 【文部科学省】



平成２１年度対象予算： ８００百万円

（平成２０年度対象予算： ８００百万円）

実施期間： 平成１９～２１年度

（予算総額： ２,５９５百万円）

戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

施策名： セキュア・プラットフォームプロジェクト 【経済産業省】

○異なる情報システムを一つのサー
バ上に統合するだけではなく、これま
で情報システムごとに別々に設定して
いた情報アクセス権限を統合し集中管
理する機構を導入した革新的な仮想
化技術（セキュア・プラットフォーム）の
開発を行う。
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Ｄ社
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ソフト

PC
サーバー

Ｄ社

OS（Ｄ）

ソフト

①OSの差異を吸収

セキュア・プラットフォーム
②統合的なアクセス制御

OS（D）

ソフト

OS（C）

ソフト

最新型サーバ

OS（B）

ソフト

OS（A）

ソフト

ハードウェアの更新・システムの統合

戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

施策名： 高信頼ソフトウェアの技術開発プログラム 【文部科学省】
（平成１９～２０年度： ソフトウェア構築状況の可視化技術の開発普及）

○ソフトウェアは、年々大規模化、複雑化してお
り、バグ等の原因追跡が困難となっているととも
に、その不具合による社会的な混乱を低減する
必要がある。
○そのため、ソフトウェアが適正な手順で構築さ
れているかを把握可能にするため、ソフトウェア
の構築状況のデータを収集し、「ソフトウェアタ
グ」として製品に添付して発注者に提供するた
めの技術を世界に先駆けて開発する。
これにより、ソフトウェアに対するトレーサビリ
ティの概念を普及させ、デファクトスタンダードと
して打ちだし、世界最高水準の安心・安全なIT
社会を実現する。

１．発注

２．構築

構築状況データの自動収集

３．タグ化

構築データ

暗号化
データ公開データ

ソフトウェア
タグ

４．納品・検収

ソフトウェア製品
５．監査

復号された
構築データ

発注者

開発者

監査人

１．発注

２．構築

構築状況データの自動収集

３．タグ化

構築データ

暗号化
データ公開データ

ソフトウェア
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４．納品・検収

ソフトウェア製品
５．監査

復号された
構築データ

発注者

開発者

監査人

ソフトウェア構築状況の可視化の概念

研究・開発のロードマップ

実証的ソフトウェア工学

H19/4 H20/4 H21/4 H22/4 H23/4 H24/4

ソフトウェア

トレーサビリティ

概念形成

技術者の育成

の設計

ソフトウェア
タグ化技術

ソフトウェア

監査技術

構築データ
収集・分析技術

構築データ

共有技術

普及・標準化活動

実証的ソフトウェア工学

ソフトウェア
タグ規格化

ソフトウェア

トレーサビリティ

システム仕様化

技術者の育成

ソフトウェア
タグの設計

ソフトウェアタグ
生成技術の開発

ソフトウェアタグ

監査技術の開発

構築データ
収集・分析技術

構築データ

共有技術

法的問題検討・啓発活動

平成２１年度対象予算： ８５百万円

（平成２０年度対象予算： ８０百万円）

実施期間： 平成１９～２３年度

（予算総額： ５７０百万円）
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戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

施策名： ＩＴ投資効率向上のための共通基盤開発プロジェクト 【経済産業省】

○ＩＴ投資の効率性の向上を図るため、
情報家電やロボット等に搭載する共通
的な制御ソフトウェアの技術開発や生産
管理等に関する共通基盤的な技術開発
及び調査等を行う。
○具体的には先行分野として、テレビ、
ＤＶＤプレーヤ、ゲーム機などの情報家
電を対象にした組込ソフトウェアの共通
基盤を開発する。
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企業毎、機器毎に異なる様々な組込ソフトウェアを共通化

共通化

共通化

共通化
ハードウエアインタフェース (HAL)

ドライバ：ＯＳに組込まれる、周辺機器を動作させるためのソフトウェア

ファームウェア：ハード（ＲＯＭ）等に組込まれる、ハードの基本制御を行うソフト

戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

施策名： 産学連携ソフトウェア工学の実践 【経済産業省】

エンタープライズ系及び
組込み系分野において、ソ
フトウェアの信頼性及び生
産性に関する価値の可視
化を図るための実践的なソ
フトウェア開発手法等に関
する研究・調査、ツール整
備等を行うとともに、その成
果の普及・啓発を行う。

信頼性を確保できる
開発手法に基づいた
高信頼な組込みソフ
トウェア、設計ツール
の開発支援を行う。

ソフトウェア開発手法
の研究・実践等を行
う産学官が連携した
拠点を整備する。
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産学官が連携する公的な拠
点を整備し、事業実施のコア

メンバーを輩出

ソフトウェアエンジニアリン
グの研究・高度化

高信頼な組込みソ
フトウェアの開発
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○ソフトウェアは、我が国経済社会システムの基盤であり、
製造業をはじめとするあらゆる産業の付加価値の源泉と
なっている。近年頻発するソフトウェアの不具合に関連した
事故に対応するため、「情報システムの信頼性向上に関す
るガイドライン」を策定したところ。

○本ガイドライン等を踏まえ、ソフトウェアの信頼性及び生産
性を向上させるため、産学官が連携して実践的なソフトェ
ア開発手法等に関する研究・調査、ツール整備、普及啓発、
実証等を行う。また、信頼性を確保できる開発手法に基づ
いた高信頼な組込みソフトウェアの開発支援を行う。

○また、信頼性及び生産性を向上させるソフトウェア開発手
法の研究・実践等を行う、産学官が連携した体制（ソフト
ウェアエンジニアリングセンター・ＳＥＣ）を整備する。

平成２１年度対象予算： ４００百万円

（平成２０年度対象予算： ８００百万円）

実施期間： 平成２０～２２年度

（予算総額： ２,４００百万円）
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平成２１年度対象予算： ２,２２０百万円*

－産学連携ソフトウェア工学実践事業 １,３７５百万円*

－産学連携ソフトウェア工学実践拠点 ８４４百万円

（平成２０年度対象予算： ２,２５０百万円＊）

実施期間： 平成１６～２１年度

（予算総額： １１,５５８百万円）

＊全体予算：２,４２０百万円

＊全体予算：２,３６９百万円

（１,５７０百万円＋８５０百万円）

＊全体：１,５２５百万円

全体： ８４４百万円



平成２１年度対象予算： ５４０百万円

（平成２０年度対象予算： ５６０百万円）

実施期間： 平成１５～２２年度

（予算総額： ６,６００百万円）

戦略重点科学技術（６） 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

施策名： オープンソフトウェア利用促進事業 【経済産業省】

・政府調達に不可欠な信頼性向上、互換
性確保技術の開発

・構築されたｿﾌﾄはOSSﾓｼﾞｭｰﾙとして公開

・技術参照ﾓﾃﾞﾙ（TRM）
の策定 等

・ｻﾎﾟｰﾄ側、調達側双方向けの
人材育成ｶﾘｷｭﾗﾑ作成 等

・導入事例収集・提供、法的
課題に関する調査、ｶﾞｲﾄﾞ
ﾌﾞｯｸ等作成、ｾﾐﾅｰ等開催

・高度OSS開発人材育成のため、我が
国発のOSSﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（例えばRuby
等）を支援

ｵｰﾌﾟﾝｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ導入
のための関連開発

ｵｰﾌﾟﾝな標
準の普及

OSSｻﾎﾟｰﾄに

係る人材育成

OSSｺﾐｭﾆﾃｨ

の活性化

普及啓蒙

ﾕｰｻﾞのﾆｰｽﾞに応える
開発側の環境整備

ﾕｰｻﾞｻｲﾄﾞのｵｰﾌﾟﾝｿﾌﾄ利用促進

○「情報システムに係る政府調達基本
方針」には、オープンな標準に基づ
く調達および分割調達が謳われ、ＩＴ
システムの調達コスト削減およびＩＴ
マーケットにおける健全な競争環境
の構築を図ろうとしている。

○しかしオープンな標準および分割調
達の導入は、一部民間にとっては
独占的で優位な立場の放棄を意味
することから初期における自発的取
組は期待できず、官主導により方向
付けを行うことが不可欠。
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